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一級建築士事務所登録・ト-1025　　 工事名称

設計年月日 担当 稲川

図面名称 縮尺
市立長浜病院　栄養科改修工事

Ｒ４/１１
表　紙

ＮＯ 名　称区分 縮尺

1/100

1/100

1/50

ＮＯ 名　称区分

建築 A-1 建築特記仕様書

A-2 全体１階平面図

A-3 既設平面図

A-4 改修平面図

A-5 既設　キャベジルーム廻り詳細図

A-6 改修　キャベジルーム廻り詳細図

A-7 調理コーナー廻り詳細図

A-8 トイレ廻り詳細図

縮尺

1/300

1/100

1/100

1/50

1/50

1/50

1/50

電気 電気設備工事特記仕様書

1/100

1/100

機械 M-1

M-2

M-3

M-4

M-5

M-6

M-7

機械設備特記仕様書

給排水設備平面図（改修前・後）

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

市立長浜病院　栄養科改修工事

A-9 参考機器リスト　冷凍・キャベジルーム

A-10 参考図　スチール・アルミ建具 1/５

1/50

E-1

E-2

E-3

E-4

E-5

改修　電灯平面図

現況　動力・電灯コンセント平面図

改修　動力平面図

現況　動力平面図

消防設備平面図（SP設備改修前）

消防設備平面図（SP設備改修後）

冷房・冷蔵冷凍機平面図（改修前）

冷房・冷蔵冷凍機平面図（改修後））

冷蔵冷凍庫計装平面図（改修後）
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Ａ-3Ａ-1

１．工事名称

２．工事場所

３．主要用途

４．工期

５．敷地の状況

６．工事の概要

１ 標準仕様

２ 特記仕様

章 項 目

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、○印の付いたものを適用する。

           ○印の無い場合は、＊印の有るものを適用する。

           ・に○印と＊に○印のある場合は、共に適用する。

   　　該当表、該当図を示す。

用途地域：近隣商業　300/80    防火地域等：法２２条地域

建築及び設備を図示内容に従い改修する。

特 記 事 項

完全に施工すること。なお、上記相互間に相違のある場合は、記載の順序とする。

本工事は、工事請負契約及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面および共仕により

１ 仮囲い

＜2.3.1＞　　　　

＜2.4.1＞　　　

２ 足場その他 内部足場    ＊脚立、足場板等

外部足場    ＊A種 ・B種 ・C種 ・D種                    <表２．２．１＞

防護シート   ＊設ける  ・設けない

３ 養生 改修標仕による

４ 仮設間仕切り 図示による

ひび割れ部改修工法１ コンクリート打放し

  ・Uカットシール材充てん工法  ・シール工法

  ＊樹脂注入工法（＊自動式低圧 ・手動式 ・機械式）

欠損部改修工法

  ＊充てん工法  ・

  ＊樹脂注入工法（＊自動式低圧 ・手動式 ・機械式）

  ・Uカットシール材充てん工法  ・シール工法

２ モルタル塗り仕上 欠損部改修工法

  ・充てん工法  ・モルタル塗替え工法

浮き部改修工法

  ・アンカーピーニング部分エポキシ樹脂注入工法

  ・アンカーピーニング全面エポキシ樹脂注入工法

  ・アンカーピーニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

  ・注入口付アンカーピーニング部分エポキシ樹脂注入工法

  ・注入口付アンカーピーニング全面エポキシ樹脂注入工法

  ・注入口付アンカーピーニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

  ・充てん工法

  ・モルタル塗替え工法

３ タイル張り仕上

＜4.1.4（a）（１）＞　

＜4.1.4（a）（2）＞　

＜4.1.4（b）（１）＞　

＜4.1.4（b）（２）＞　

＜4.1.4（b）（３）＞　

アスベスト処理工事特記仕様書

図面および特記仕様書に記載されていない事項は、

　　（以下「改修標仕」という。）を参考とする。

（３）特記事項に記載の＜ ＞および（  ）内の表示番号は

・図示による　　・設けない

　・万能鋼板　　・波形鉄板　　・単管シート　・シートゲート

改修建築工事特記仕様書

改修建築工事特記仕様書

病院

契約締結日の翌日から令和6年3月18日まで

長浜市大戌亥町313

栄養科の指示個所を改修する。

「公共工事の入札および契約の適正化の促進に関する法律」に従い、

施工体制を講じ必要な書類等を整備すること。

16 施工体制点検の実施

17 安全対策等

請負人は、過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守すること。19 過積載の防止処置

20 保険等

当該施設の担当者との協議を行い、施設の運営に支障なきよう努めること。

18 シンナー等の保管管理 シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い

　　作業終了後の確実な管理を行うものとする。

21 軽微な変更

工事車両の出入りについては、危険防止に努め、必要に応じて

　交通整理員を配置すると共に近隣家屋に騒音、振動等公害発生

　のなきよう留意し、工事全般に万全の対策を講じること。

　　盗難を防止すると共に、保管数量についても作業前、

請負人は、工事の内容に応じた火災保険、建設工事保険等を

　工事目的物に付するものとする。

設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる

　軽微なものは、監督員の指示に従い、請負金の内で施行のこと。

今回工事にて、破損した部位は、請負業者にて現況復旧すること。

発注する建設工事等における暴力団員等の不当介入の排除に。

（「不当介入にかんする通報制度」の徹底について）

1.請負者は、暴力団員等による不当介入を受けた場合は、断固と

　してこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やか

　に警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力をする。

　通報書により所轄警察に届け、監督職員に報告する。

2.前項により通報を行った場合は、速やかにその内容を記載した

　上記の事について下請負人に対して十分に指導を行う。

3.請負人は、暴力団員等による不当介入を受けた事が明らかにな

　り、工程等に被害が生じた場合は監督職員と協議する。

適用工事種別

　・防水工事　・金属工事　・左官工事　・塗装工事　

　・建具工事　・内装工事　・屋根及び樋工事

区分

着手前

工事中

完成時

定期提出

カラーサービス版

分類・規格

カラーサービス版

カラーサービス版

カラーサービス版

撮影枚数

・10・15

・10・15

・1・2・3

部数

・２ *３

＊１ ・２

・２ ＊３

・１

備考

工程毎に撮影

工事月報用

  手続き等

なお、着手前と完成時の写真については、同一アングルで撮影すること。

完成写真の撮影場所は監督員の指示による。

工事写真は工事写真帳（Ａ4版）に貼り付けて提出する。

発行の「工事カルテ受領書」の写しを提出すること。

請負人は、工事実績情報（CORINS）の登録を行い、(財)日本建設情報総合センター

工事の施工に先立ち、施工計画書等を作成し、監督員の承諾を得ること。

  ・工種別施工計画書

  ・施工図

  ・機器、材料使用承諾

  ・その他(                         )

１．「配置予定技術者等届」を入札後、契約締結までに提出すること。

 【添付書類】

  ②技術者の資格を証するものの写し（実務経験年数による場合は、経歴書）

    雇用関係を確認できるもの（社会保険、雇用保険の写し等）

  ①現場代理人および主任（監理）技術者と請負人との直接的な

  チェックシート

４．現場代理人と主任技術者または監理技術者を兼ねることができる。

３．現場代理人は他の工事と重複して従事することはできない。

　   現場のパトロールの実施と常に緊急時には速やかに対応できる体制を確保

  　 しなければならない。

　　　常に工事現場に滞在していることである。

　   更に作業期間中 、特別の理由がある場合を除き、

　  　尚、現場代理人の常駐義務とは当該現場のみを担当しているだけでなく、

＊産業廃棄物の処理

工事写真の撮影要領は、「工事写真の撮り方・建築編」

　　(建設大臣官房官庁営繕部監修)による。

本工事に係る関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続

　　等は、すべて請負人の負担とする。

（請負精算額が500万円以上の場合）

請負人は、工事別の業者間で互いに連絡をとり、定期的に協議を

　　行ない、工事施工上の調整を計ること。

工事の着手前に、工事の総合的な計画をまとめた

　　総合施工計画書を作成し、監督員に提出すること。

２．専任の主任技術者および監理技術者は、入札執行日以前、

　　３箇月以上の雇用関係にあること。

　　 ただし、工事準備等の行為を含め工事現場が不稼働である

 　　ことが明確である期間については常駐の必要はないが、

電力、燃料等の使用量の抑制および低振動、低騒音の機器等を

　選択し、施工すること。また建設機械などの使用にあたっては

　ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟや効率的な運転を行い、省エネに取り組むこと。

請負人は、公共工事施工環境配慮項目およびチェックシートを

　記入し監督員に提出すること。

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵守し、

　マニフェストシステムにより的確に実施することとし、

　事前に監督員に施工計画書を提出し承諾を受けること。

　産業廃棄物の収集運搬車に係る標示および書面の

　備え付けを行うこと。また、運搬車両毎に写真撮影を

　行い提出すること。（自己で運搬する場合も含む）

・再生資源利用計画等の提出

　「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）

　及び「建設副産物適正処理推進要綱」を遵守し、

　再生資源利用（促進）計画書及び同実施書を作成する。

・建設リサイクル法

　本工事に使用する特定建設資材および排出する特定建設資材

　廃棄物については、「建設工事に係る再資源化等に関する

　法律」（建設リサイクル法）を遵守し、分別解体および

　再資源化等を実施すること。また、特定建設資材廃棄物の

　再資源化等が完了した時は、同法18条により書面にて報告する。

試験は原則として公的試験所で行うものとし、その場所の決定に

　あたっては監督員の承諾を受けること。

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は

　保証書を提出すること。尚、責任施行のものは請負業者、

　施工業者、材料製造所の連名書とする。

１．本工事に使用する材料は、揮発性有機化合物等（VVOC、

　VOC等）の放散しない物又は放散量の少ない物の使用に努める。

　^J２．ホルムアルデヒド仕様^J　使用

２．ホルムアルデヒド仕様

　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。

  普通合板、複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ等：日本農林規格（JAS）Ｆ☆☆☆☆

　ＰＢ（ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ）、ＭＤＦ（中質繊維板）：

　　　日本工業規格（JIS）Ｆ☆☆☆☆

　クロス類：壁装材料協会規格（ISM）適合品又は同等品

  内装工事に使用する塗料及び接着剤：化学物質等製品

　　安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ（MSDS）等にﾎﾙﾏﾘﾝ不使用が明示されたもの。

完成図の種類、記入内容及び様式は共仕により作成し、焼付製本（Ａ１サイズ）

２部,A4サイズ1部とCADデーター及び原図を提出する。

４ 官公書その他への届出

３　工事写真

２ 完成図

１ 施工基準

５ 工事実績情報の登録

６ 別途工事との連絡協議

７ 工事関係図書

８ 現場代理人等

９ 環境配慮

10 環境配慮

11 発生材の処理等

12 材料検査に伴う試験

13 各種検査合格書等

14 シックハウス関係

15 技能士

22 請負工事の対応

23 不当介入の排除

工事仕様

一般共通事項

「既存建物の吹付けｱｽﾍﾞｽﾄ粉塵飛散防止処理技術指針・同解説」による。

本特記仕様書、改修標仕及び図面による他、建設省監修日本建築ｾﾝﾀｰ発行

（9.1.1）

・技術管理

また、関係官庁へ必要な届出を遅滞なく行うこと。

石綿生涯予防規制等の関係法令を遵守すること。

労働安全衛生法、大気汚染防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、

・法令等の遵守

請負人は、専任の主任技術者を任命し作業中は派遣し、技術管理に当ること。

特定管理産業廃棄物管理責任者を選任し、管理させること。

アスベスト撤去施工業者は、工事に相応した技術を有していること。

又、証明する資料を提出する事。

特定化学物質等作業主任者（石綿作業主任者）を選任し、その指示に基き施工の事。

・公害、安全対策

２

３

タイルの種類　JIS A 5209のJIS表示認証製品 <4.2.2><4.5.8>　　

施工箇所 形状寸法(mm)

・・・・・・・

色

施 無 有 無 標準 注文

再生材

利用

タイル

備　考

ゆう ゆう

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

釉薬 役物

・・・・・・・

　　<表4.5.4>により、小口タイル以上二丁掛け以下は密着張りとする。

・有機系接着剤によるタイル張替え工法　<表4.5.5>による。

※ポリマーセメントモルタルによるタイル張替え工法

・・・・・・・

・・・・・・・

４ 塗り仕上 仕上塗材の種類、仕上げの形状及び工法                    <表4.2.3>

種類

複層仕上塗材の上塗材の種類                          <表4.2.4>

 外観： ＊水系  ・弱溶剤系  ・溶剤系

 外観： ＊つやあり  ・つやなし  ・メタリック

既存塗膜等の除去及び下地処理                         ＜4.6.3>

 工法： ＊サンダー工法 ・高圧水洗工法 ・塗膜はく離剤工法 ・水洗い工法

 処理範囲： ＊既存仕上面全体

呼び名 仕上げの形状 工法 備考

 樹脂： ＊アクリル系 ・シリカ系 ・ポリウレタン系 ・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系 ・フッ素系

５ 新規外壁仕様

材料：　・ＡＬＣ　・ＣＢ　

厚み：　・100　　・50

下地：　・C-100*50*20*2.3-＠600　　ケミカルアンカー＠900以下

仕上：複層仕上塗材の上塗材の種類に準じる

図示及び下記仕様による

　内装改修工事にも準用

１ 改修工法  ・かぶせ工法   ・撤去工法                            <5.1.3>

２ アルミニュウム製建具 外部に面するアルミニュウム製建具の性能等級等                  <表5.2.1>

種別

＊A種

・B種

・C種

断熱ドア、サッシ  ＊使用しない  ・使用する（等級        ）  

防音ドア、サッシ  ＊使用しない  ・使用する（等級        ）

表面処理の種別  外部: ・B-1 ＊B-2  内部：・C-1 ＊C-2     ＜表5.2.2>

      B-2,C-2の場合 カラー：

３ 鋼製建具 簡易気密型ドアセット   ＊適用する  ・適用しない

断熱ドア、サッシ  ＊使用しない  ・使用する（等級        ）  

防音ドア、サッシ  ＊使用しない  ・使用する（等級        ）

外部に面する鋼製建具の耐風圧  ＊S-4 ・S-5 ・S-6

標準型鋼製建具    ・使用する  ＊使用しない

４ 鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセット   ＊適用する  ・適用しない

断熱ドア、サッシ  ＊使用しない  ・使用する（等級        ）  

防音ドア、サッシ  ＊使用しない  ・使用する（等級        ）

標準型鋼製軽量建具    ・使用する  ＊使用しない

５ ステンレス製建具 表面仕上げ   ＊HL

鋼板の曲げ加工  ＊普通曲げ  ・角出し曲げ

耐風圧性

S-4

S-5

S-6

気密性

A-3

A-4

水密性

W-4

W-5

７０

枠見込み寸法

１００

網戸 ・無し  ＊有り（防虫網：＊SUS ・合成樹脂  ・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂）

＜5.3.2＞　

＜5.3.6＞　

＜5.4.2＞　

＜5.4.6＞　

＜5.5.4＞　

＜5.5.5＞　

＜5.9.2＞　

＜5.10.2＞　

＜5.12.2＞　

マスターキー  ＊製作しない  ・製作する

補助センサー   ＊併用する

性能等  ＊改修共仕表による                              <表5.8.1>

製造所等：

耐風圧強度  ・５０  ・８０  ・１２０

開閉機能  ＊上部電動式（手動併用）   ・上部手動式

シャッターケース   ・設ける  ・設けない

             ただし、防火または防煙シャッターはシャッターケースを設ける

種類  ＊一般重量ｼｬｯﾀｰ ・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ ・屋内用防火防煙ｼｬｯﾀｰ

センサーの種類  ＊光線ｽｲｯﾁ  ・マットｽｲｯﾁ  ・タッチｽｲｯﾁ  ・

６ 木製建具

＜5.6.4＞　

＜5.7.3＞　

建具材の加工、組立時の含水率　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種

表面材：ポリ合板　、　ガラス：型ガラス

沓摺：SUSプレート加工、後付け工法。H＝90、W＝40

７ 建具用金物

８ 自動ドア開閉装置

９ 自閉式上吊り引戸装置

10 重量シャッター

１ 改修範囲

 ＊壁厚程度とし既存仕上げに準じたものとする   ・図面による

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

 ＊壁面より両面600mm程度とし、既存仕上げに準じたものとする  ・図面による

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修

 ＊既存のまま  ・図面による

２ 既存床の撤去並びに 合成樹脂塗床材の除去等                              <6.2.2(a)>

 　　　　下地補修  ・機械的除去工法   ・目荒らし工法

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲    <6.1.3>

１

吹付けアスベストの除去

工事着手前に付近の状況を調査し、公害及び安全対策は工事竣工まで講じること。

処理工事に当たり、あらかじめ事前の施工調査等を行い、調査結果を提出すること。

・下請業者等の選定

（２）施工計画書の提出

（３）作業者の選定

（４）安全教育の実施

（１）事前調査

を作成し、監督員に提出し承諾を得る事。

請負人は、工事着工に先立ち、アスベスト撤去に伴う粉塵対策を盛込んだ施工計画書

関する特殊健康診断書を６ヶ月以内に受診し異常の無かった者とする。

石綿障害予防規則による特別教育を受けた者とし、塵肺健康診断書、アスベストに

（５）アスベスト粉塵

　　　　濃度測定

請負人は、本工事内現場作業員に対して、事前にアスベストに関する安全教育を

実施すること。

作業前 作業中 作業後（養生撤去前） 作業後（養生撤去後）

作業区域内 1ポイント 1ポイント 1ポイント 1ポイント

作業区域外 1ポイント 1ポイント

前室入口 1ポイント

換気ダクトの排気部 1ポイント

測定ポイント位置、個所数は下記のとおり。 （表9.1.1・9.1.2）

（６）作業場所の表示

（７）作業場の隔離

提出するものとし、

作業区域内外の作業前、作業中、作業後のアスベスト粉塵濃度を測定し報告書を

作業中など」の表示板を設置すること。

作業場所には、見易い所に「工事関係者以外の立ち入り禁止、アスベスト除去

（８）保護具等

なお、呼吸用保護具はアスベスト処理粉塵用マスク（国家検定品）を使用すること。

（９）除去処理工事 除去するアスベストは、薬液等により十分湿潤化し、その後除去すること。

除去に伴いアスベストを外部に飛散させないために、除去作業場所と他の場所とは

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｼｰﾄ等を用いて安全に隔離する事。また、除去作業場所には前室

（セキュリティゾーン）を設置すること。

集塵・排気を行うこと。捕集された粉塵処理を的確に行うこと。

除去作業場所を負圧に保ち、作業の換気にはＨＥＰＡフィルターを使用して、

作業終了後は、撤去したアスベストと同様、安全に処分すること。

アスベスト撤去作業員には、全身を覆う特殊作業服及び靴を使用して、

除去したアスベストは、作業所において、その都度湿潤化させるなどの処理を

講じた上、十分に強度を有するﾌﾟﾗｽﾁｯｸ袋又は、堅牢な容器に密閉するか、

セメント等を用いて固化処理を行い十分に強度を有するﾌﾟﾗｽﾁｯｸ袋又は、

堅牢な容器に密閉するか、セメント等を用いて固化処理を行い、

シート等により二重梱包するものとする。除去後の残存アスベスト粉塵の飛散を

防止する為、飛散防止剤を除去面に吹付ける。

作業中の酸欠及び有機揮発性ガス対策等に留意する。

　　　の処理

（10）除去アスベスト

運搬及び処分は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規定を遵守して行うこと。

除去したアスベスト及びアスベストの付着したポリエチレンシート・保護服の保管、

なお、これを委託する場合は、都道府県知事許可を受けている

（12）施工記録 アスベスト撤去及び処分後は、施工記録を作成し、報告書として提出すること。

（13）その他

特別管理産業廃棄物処理業者と特別管理廃棄物処理に関する契約を結び、

廃棄物処理場の現地確認等を行うこと。

（11）作業終了場所

　　　の清掃 で清掃を行うこと。

全ての作業が終了後、床等を高性能真空掃除機（ＨＥＰＡフィルター付）

アスベスト成形板の処理

（財）日本建築ｾﾝﾀｰ、（財）建築保全ｾﾝﾀｰの技術審査を受けた工法により

施工するものとする。

（9.1.3）　

番号 材料名 場所 備考

１ ミネラートン 旧手術棟１階天井

２ ミネラートン 木造公舎１階天井

３ 化粧ＰＢ ＲＣ公舎１階天井

※　処理を行う範囲は、図示による

（２）事前調査

・Ｘ線回析法等による石綿含有の分析調査［・行う　※行わない］

（３）施工計画書 吹付けアスベストの２に準じる。

（４）安全衛生管理 吹付けアスベストの６に準じる。

石綿作業主任者を選任し、管理させること。

周辺環境へアスベスト飛散を防止する事。

建物外部で除去作業を行う場合は、当該部分をプラスチックシート等で囲い、

除去作業者には、呼吸用保護具、保護メガネ及び作業着を着用させること。

（５）アスベスト

　　　成形板の除去

除去は、アスベストを含まない内装材及び外部建具等の撤去に先駆けて行うこと。

（１）処理を行う

　　アスベストの仕様等

４ アスベスト成形板の処理については、労働安全衛生法、廃棄物の処理及び清掃に

また、関係官庁へ必要な届出を停滞なく行うこと。

関する法律、石綿障害予防規則等の関係法規を遵守すること。

設計図書等により調査し調査結果を提出すること。

アスベスト成形板の処理に当り、予め使用部位・種別・暑さ使用数量等を目視、

の空気の流通を避けるために換気扇等をプラスチックシート等で塞ぐものとする。

建物内部で除去作業を行う場合は、除去場所を他の場所と隔離する事。尚、

除去は、可能な限り破壊または切断を伴わない方法で行うものとし、

原則として「手ばらし」とする。なお、建物外部のアスベスト成形板を除去する

場合は、出来る限り、原型のまま除去すること。

一定の保管場所を定め、

細かく粉砕されたアスベスト成形板を運搬するまでの間、現場内で保管する場合は、

また、保管場所にはアスベスト成形板の保管場所であることの表示を行う事。

除去作業中は、原則として散水その他の方法により、ｱｽﾍﾞｽﾄ成形板を常に

湿潤な状態として行う事。

　　の集積、運搬等

（６）アスベスト成形板

の他、粉塵の飛散防止に努めること。

除去したアスベスト成形板の集積及び積み込みに当っては、高所より投下しない事

一般の内装材と分別して保管するものとし、ｼｰﾄで覆う等、飛散防止に努めること。

速やかに監督員に報告し、確実に処理されたことの確認を受けること。

アスベスト成形板の撤去、集積、積み込み及び保管等の処理が完了した場合は、

（７）除去物の処分 アスベスト成形板は、関係法令等に従い適切に処分すること。

なお、マニフェストには、アスベスト成形板である事を明示すること。

（８）後片付け

残存しないように、真空掃除機等により、清掃及び片付けを十分に行う事。

除去作業が終了後、アスベスト成形板の破片、破砕粉及び作業衣等に付着した粉塵が

吹付けアスベストの１２に準じる。（9）施工記録

アスベスト成形板の運搬に当っては、運搬車両の荷台全体をシート等で覆い、

飛散防止に努めること。

提出し処分が確実に行われた事の確認を受けること。

撤去されたアスベスト成形板の処分が完了した場合は、マニフェストを監督員に

（9.1.2）　

９ ビニル床シート張り シートの種類：                                     ＜6.8.2＞

 ・発砲層あり 【＊積層シート（DO）  ・積層シート（PF）  ・             】

厚さ（mm）： ・２．０  ＊２．５  ・３．０  ・（       ）

色柄：

工法：  ・突付け   ・熱溶接

タイルの種類 ：                                    ＜6.8.2>

厚さ（mm）： ＊２．０  ・２．５  ・３．０

・帯電防止（・床シート ・床タイル）  性能：           厚さ：

10 ビニル床タイル張り

11 特殊機能床材

・視覚障害者用床タイル  種類：                   厚さ：

 ＊ｺﾝﾎﾟｼﾞｼﾞｮﾝﾋﾞﾆﾙ床タイル（＊半硬質 ・軟質）   ・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床タイル

厚さ（mm）： ＊２．０

高さ（mm）： ＊６０  ・７５  ・１００  ・ササラ巾木

・ニードルパンチカーペット  厚さ：

塗床材の種類：  ・エポキシ樹脂系  ・ウレタン樹脂系  ・（              ）

仕上げの種類：  ・平滑仕上げ  ・防滑仕上げ  ・つや消し仕上げ  ・導電仕上げ

12 ビニル巾木

13 カーペット敷き

14 合成樹脂塗床

・タイルカーペット  厚さ：         ﾊﾟｲﾙ形状（＊ループﾊﾟｲﾙ  ・カットﾊﾟｲﾙ）

  （体育館等を除く）

工法： ・モルタル埋込み工法  ・釘留工法  ・接着工法

樹種： ・なら  ・さくら  ・ひのき  ・（              ）

厚さ：        mm

仕上げ塗装： ＊ウレタン樹脂ワニス塗  ・オイルステン塗りの上ワックス塗    

        ・生地のままワックス塗  ・既塗装品

・A種  ・B種  ・C種  ・D種

せっこうボード（GB-R)

 目地工法   ＊継目処理工法  ・突付け工法  ・目透かし工法

化粧せっこうボード（GB-D）

 模様  ＊トラバーチン模様  ・木目模様

ロックウール化粧吸音板（DR）

 種別  ・内部用  ・軒天用

 模様  ・普通  ・立体模様

 厚さ（mm）  ・９  ・１２  ・１５  ・１９

無石綿ケイ酸カルシウム板（FK）

 厚さ（mm）  ・６  ・８  ・１０  ・１２

建築基準法に基づく防火材料の指定または認定を受けたものとする

防火性能：

15 フローリング張り

16 畳敷き

17 せっこうボード等

18 壁紙張り

品質：一般品

種別：（単層）・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞボード  ・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞブロック  ・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｹｯﾄ

    （複層）・複合１種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ  ・複合２種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ  ・複合３種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

 ＊発砲層なし 【＊織布積層（NC）  ・不織布積層（NF） ・               】

７ 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類                                      <6.6.2>

 屋内：＊１９型 ・２５型   屋外：・１９型  ＊２５型

インサート

 ・既存インサートを使用する   ・あと施工アンカーを設ける

あと施工アンカーの引き抜き試験  ・行う  ＊行わない            <6.6.4>

８ 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーなどの種類は共仕表６．７．１による

６ 集成材等 ホルムアルデヒト放散量はF☆☆☆☆

樹種名：

１ 下地調整 木部  ・RA種  ＊RB種  ・RC種                           ＜7.2.2>

鉄綱面 ・RA種  ＊RB種  ・RC種                          ＜7.2.3>

亜鉛メッキ面  ・RA種  ＊RB種  ・RC種                      ＜7.2.4＞

モルタル、プラスター面  ・RA種  ＊RB種  ・RC種                ＜7.2.5＞

せっこうボード   ・RA種  ＊RB種  ・RC種                    ＜7.2.7＞

２ 錆止め塗料塗り 鉄鋼面

 塗料塗り   ・A種  ・B種  ＊C種                         ＜7.3.3＞

亜鉛めっき面

 塗料種別   ＊A種 ・B種 ・C種                           ＜7.3.2＞

 塗料塗り   ・A種  ・B種  ＊C種                         ＜7.3.3＞

３ 合成樹脂調合ペイント

  　　塗り（SOP） 鉄鋼面   ・A種 ＊B種 ・C種                             ＜7.4.4＞     

亜鉛めっき面  【新規】＊A種 ・B種 ・C種                      ＜7.4.5＞

         【塗替】・A種  ＊B種  ・C種  （建具塗替はA種）

４ 合成エマルション

  　ペイント塗り（EP）

・A種  ＊B種  ・C種

コンクリート、ALC    ・RA種  ＊RB種  ・RC種         ＜7.2.6＞＜表7.2.5＞

コンクリート、押出セメント板  ・RA種  ＊RB種  ・RC種   ＜7.2.6＞＜表7.2.6＞

 塗料種別  【屋外】＊A種 ・B種 ・C種  【屋内】・A種 ＊B種 ・C種   ＜7.3.2＞

木部 【新規】  ＊A種 ・B種 ・C種  【塗替】 ・A種 ＊B種 ・C種    ＜7.4.3＞

１　トイレブース 表面材：メラミン樹脂系化粧板（標準色）

巾木：ステンレス製 H＝６０

フレーム：アルミ製

扉：厚４０中心吊りアール形アルミ製エッジ，

　　　帽子掛け戸当たり付き

　　（ノンスリップ）

材質：ステンレス（SUS304）

　　　　　ビニールタイヤ入り（幅約35mm)

取り付け方法：　　※　接着工法　　　・埋込み工法

２　階段滑り止め

３　床目地棒

 （床仕上げが異なる場合に設ける。但し、建具部は建具表による。）

ステンレスＦＢ（SUS304）　t５～６×Ｈ１２

４　鏡  耐湿鏡　ｔ＝５　　　ステンレスフレーム付き

５　表　示  衝突防止表示

　　　　　ＨＬ仕上げ　Φ３０程度　市販品　ステンレス製　

誘導標識：市販品

６　点　検　口

施工箇所

天　井

床

材　　　　種 寸　　　　法 形　　式

※　アルミニウム製

・

※　４５０×４５０

・　６００×６００

※　目地タイプ

・　額縁タイプ

※　アルミニウム製

・

・　４５０×４５０

※　６００×６００

※　一般形貼物用

・　一般形充填用

７　視覚障害者用

誘導ブロック

 屋　外

　　　※　コンクリート製　　・　磁器タイル

　　　　（※　１００角　・　１５０角）

８　排水溝

９　冷凍庫等 既成パネル組立

室名札：アクリル板

３ 改修後の床清掃範囲  ・当該室全体  ・図示の範囲                          <6.2.2(c)>

４ 既存壁の撤去並びに

  　　　下地補修

間仕切撤去に伴う他の構造体の補修                      <6.3.2(a)(5)>

タイル床の除去方法

・目地にカッターを入れ指示範囲を除去する。

・目地にカッターを入れ指示範囲を除去する。

タイル壁など撤去方法

天井ボードの撤去方法

・既設ボード止めネジを外し指示範囲を手ばらしで除去する。

・成形板は、ｱｽﾍﾞｽﾄ処理工事特記仕様書によること。

・軽量鉄骨天井下地と共に撤去の事。

５　既存天井の撤去

５ 監督員事務所 ・設けない   ・設ける

６ 工事用水 *利用できない    ・利用できる（・無償 ＊有償）

７ 工事用電力 *利用できない    ・利用できる（・無償 ＊有償）

８ 交通誘導員 ・配置する      ・配置しない

９　騒音、防塵等の対策 ※　設ける（適用範囲、高さ等は図示)

・　防音パネル ・　防音シート ・　養生シート

・　設けない

　仮設間仕切り等の種別

・A種

種　別

・B種

※C種

仮設扉

下　地

・軽量鉄骨

・木下地

・単管下地

※木製扉

・鋼製扉

　仕上材（厚さ　mm）

防炎シート

※合板張り程度　・

※片面フラッシュ程度　・

・合板（※9.0　・　　）

※ＰＢ（※9.5　・　　）

充てん材

厚さ　 mm

塗　装

※無し

・片面

※無し

・有り

１．解体工法 ※  解体工法は，低振動・低騒音型の機械器具等の選定を心がけ，防音

シートや散水等により騒音・振動の減少、粉塵の防止に努めること。

※  解体方法及び手順は，「分別解体等に係る施工方法に関する基準

（建設リサイクル法規則第２条）」による。

２　地下埋設物の設備 過去の施工図・竣工図を十分精査し施工の事。

施工中に予期せ埋設物が発見した時は直ちに、施工を停止し

係員に連絡し、対処する事。

３　建設発生材の処理 極力発生材は再資源化に活用できるように分類処理する。

※ ＳＤ ２９５Ａ　　・Ｄ10　・Ｄ13　・Ｄ16　・Ｄ19

※　 異形鉄筋(ＪＩＳ Ｇ３１１２)

　編目形状寸法( ※ 150*150　・ 100*100)　　径( ※　６　・ ８）

　・ 別図による　　　・ 構造配筋標準図による　　　　・ 標仕による

　・ 重ね継手　　・ 機械式継手　　・ 溶接継手

　※ 入れる　　　・ 入れない　　

　※ 接着系アンカー（径：　　　　）　・ 打ち込みアンカー（径：　　　　）

５　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ補強

１　鉄筋の種類

２　溶接金網

３　加工および組立

４　鉄筋の継手

６　あと施工アンカー

７　コンクリートの強度 　普通コンクリート

 　※ ２１　・ ２４ 

　 ※　２１

 　・１６　　※ １８

　設計基準強度Ｆｏ

 躯体

 土間

 捨てコン

適用箇所  スランプ

　　18

　　15

　　15

 調合管理強度Ｆｍ

　Max（Fc、Fd）+S　　・21+3+S

　Fc+S

８　ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

　の類別

　※ Ⅰ類 　　　・ Ⅱ類

９　セメントの種類 　　※普通ポルトランドセメント

水和熱が7日目で352J/ｇ以下、かつ、

普通ポルトランドセメントは、JIS R 5210に示された規定の他、

10　混和材

28日目で402J/ｇ以下のものとする。但し、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

混和剤の種類

※ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（単位水量185㎏/ｍを守れない場合）

２　鋼材の種類

１　鉄骨の製作所 ※　監督職員の承諾する工場

　材　　　質

　規　　　格 ※ ＪＩＳ規格　　・ ７.２.１０（ａ）の試験に合格するもの

３　高力ボルトの種類 　種　　　類 ※ トルシア形高力ボルト（建築基準法認定品）

・ＳＳＣ400・ ＳＳ400　・ ＳＴＫＲ　・ ＳＴＫ400

　　　仕上

１ シーリング改修工法 　材　　料　　　※ 標仕による

種　別（記　号） 施工箇所

ガラス留め

　図中　▽印箇所に施工

　ただし　▽印なき箇所も必要と思われる所は施工すること。

　SR-1

　PS-2

市立長浜病院栄養科改修工事

「公共建築改修工事標準仕様書　最新版」

４　錆止め塗装 　塗料の種類 ※　Ｂ種 (JIS K 5674　２種)　　・　Ａ種（JIS K 5674　１種）

　塗装回数 工場１回、現場１回塗

既設躯体と建具・金物等の廻りの目地

トイレ床

外壁 50二丁タイル

200角タイル

内壁 100角タイル

開閉機能  ・上部電動式（手動併用）   ＊上部手動式

ガラスの留め材  ＊シーリング  ・ガスケット

     防火戸の留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けたものとする

11 軽量シャッター

12 ガラス

・既設開閉装置の不備を調査の上改修する。

 厚さ（mm） 【壁】・9.5 ＊12.5　・15  【天井】 ＊9.5 ・12.5  

 厚さ（mm）  ・９．５（準不燃）  ・９．５（不燃）  

市立長浜病院　栄養科改修工事

Ｒ４/１１

材質、寸法　：　SUS、図示による　　　　受枠は既存利用

13

 複層仕上吹付  柚子肌  ローラー  外壁

 合成樹脂  ＥＰ  内壁

 合成樹脂  ＶＰ  天井

・ 既設に合わす

10

11

参考機器図による

Ａ-１

* 注意事項

１　復旧工事

２　復旧範囲 図示範囲を基本とするが、施工前に監督職員と確認の事。

３　既設仕上げ材料等 各既設材料に合わす。

　　但し、既に廃番になっている時は監督職員と協議の事。

今回の改修に伴い、周辺部分の仕上げ復旧工事について。

４　作業時間 係員と協議の上、作業時間は原則として１９時から朝４時までとすること。

ただし、トイレ廻り、キャベジルーム、冷凍庫、冷蔵庫、手洗いの改修工事に

ついては除くことができる。

AutoCAD SHX Text
  工　事　概　要
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AutoCAD SHX Text
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図面番号

稲川建築設計事務所 一級建築士登録　第85570　稲川洋一

〒526-0064　滋賀県長浜市殿町３-１　　TEL 0749-63-9095・FAX 63-5799

一級建築士事務所登録・ト-1025　　 工事名称

設計年月日 担当 稲川

図面名称 縮尺

Ａ-3Ａ-1
全体　１階平面図

HX20HX1 HX4 HX13

37,035 29,647.5 16,000 9,800 10,00014,000 8,650 40,900

X1 X1 LX18LX16LX10LX7LX6LX4LX3X11

18,000 48,000 42,000

HX4a HX8a HX12a

1,000 24,000 22,000 1,000

1/300 1/600

屋外階段Ｃ

一般食堂

厨房

ラウンジ

売店

ＥＶホール

患者総合支援センター

廊下(2)

調理コーナー 洗浄コーナー

冷蔵庫

廊
下

厨房

事務室

ホスピタルストリート（５）

ホスピタルストリート（４）

事務室

屋外階段Ａ

会計・受付

待合ホール

エントランスホール
風除室（１）

階段室（Ａ）

階段室Ｂ
待
合
廊
下

運動療法室

作業療法室

ホスピタルストリート

ＥＶロビ－

ヘルスケア研究センター

訪問看護

ステーション

医療安全管理室

階段３

一般撮影室
採血

外来待合ホ－ル

外来待合ホ－ル
診察棟（1）

診察棟（2）

ポーチ

Ｘ-ＴＶ

ＣＴ
人工透析センター

屋外階段Ｂ

機械室棟

救急センター棟

EVホ－ル1

階段1

廊
下

(1
)

待合ホ－ル

点滴処置

自転車置場

救急

人工透析センター

ヘルスケア研究センター
訪問介護ステーション

リハビリテーション科

厨房

内視鏡センター

ホ
ス
ピ
タ
ル
ス
ト
リ
ー
ト

売店

放射線科

内科

外科

外来棟

光庭

光庭

総合待合ホール

受付

医事課

支援センター

薬剤科

救急センター

物流管理センター

放射線科

ラウンジ

感染性
廃棄物
収集場

ｷﾞｬﾍﾞｼﾞﾙｰﾑ

生ゴミ
置場 冷凍庫

16,600

市立長浜病院　栄養科改修工事

Ｒ４/１１
Ａ－２

スロープ
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稲川建築設計事務所 一級建築士登録　第85570　稲川洋一

〒526-0064　滋賀県長浜市殿町３-１　　TEL 0749-63-9095・FAX 63-5799

一級建築士事務所登録・ト-1025　　 工事名称

設計年月日 担当 稲川

図面名称 縮尺

Ａ-3Ａ-1

1/100 1/200
現況　栄養科　１階平面図

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

HY7

HY6

HY5

HY4

HY3

市立長浜病院　栄養科改修工事

Ｒ４/１１
Ａ－３

工事範囲を示す

搬入口

土間及び天井撤去

プレファブキャベジルーム撤去

指示範囲の土間撤去

収集場

廃棄物
感染性

建具及び一部RC壁撤去

扉本体撤去

便器及び他改造

女子WC 男子WC

建具撤去流し撤去

天吊りＡＣ交換

空調機械室

（３）

4.76㎡

冷凍庫8.85㎡

冷蔵庫

ルーム

生ゴミ 置場

（１）

廊下

米庫

廊下

▽

UP

更衣室(4)

更衣室(3)

更衣室(2)

更衣室(1)

ホスピタルストリート（５）

控室（２）

控室（１）

屋外機置場

リネン室

不潔 休憩室

洗濯室

栄養科事務室
倉庫

PS

食品庫

（３）

PS

EPS

事務室

厨房
前室

栄養相談室

ホスピタルストリート（４）

洗浄

ワゴン

（ワゴンプール）

調理コーナー

ＬＰＧ庫

下ごしらえコーナー

ギャベジ

配膳コーナー 洗浄コーナー

HX5HX4HX3HX2 HX6 HX7 HX8 HX9 HX10

3,0006,0006,0006,0006,0006,0006,0006,000

ch2800

ch3800

基礎H100

吹抜け

ch4600
ch4600

ch4170

ch4800

ch4050

ＥＶホール

工事説明

①　感染性廃棄物収集場

図示範囲の土間コンクリート撤去

両開きスチールドア撤去

②　キャベジルーム

キャベジルームと土間撤去

③　生ゴミ置場

指示範囲の土間コンクリートと天井撤去

④　廊下（3）

流し台撤去

⑤　厨房

⑥　男女トイレ

床タイルの撤去

⑦　冷凍庫

ドア撤去

廊下（3）へのスチールドア及び壁の一部撤去

トイレブースと木製建具の撤去

※　設備工事は設備図参照

建具及びRC腰壁の一部撤去

外廊下（２）

調理コーナー廻りのアルミサッシと腰壁の撤去
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改修　栄養科　１階平面図

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

HY7

HY6

HY5

HY4

HY3

HY2

市立長浜病院　栄養科改修工事

Ｒ４/１１
Ａ－４

電動スイッチでの開閉装置不作動を調査の上改修の事。

プレファブ冷凍庫新設

SUSシャッター（3180ｗ*2700ｈ）

防火シャッター修理

交換天吊りＡＣ

木製片開きドア交換・床タイル一部交換

搬入口
プレファブキャベジルーム新設

アルミサッシ改造（カバー工法）
スチールドア新設（カバー工法）

間仕切壁新設

外壁新設

洋式便器に交換

洗面ﾊﾞｯｸ+手洗器

洗面ﾊﾞｯｸ

外廊下（２）

感染性

収集場

廃棄物

（１）

廊下

米庫

廊下

▽

UP

更衣室(4)

更衣室(3)

更衣室(2)

更衣室(1)

ホスピタルストリート（５）

控室（２）

控室（１）

屋外機置場

リネン室

不潔 休憩室

洗濯室

栄養科事務室

（３）

空調機械室

倉庫

PS

食品庫

冷蔵庫

（３）

PS

EPS

前室

栄養相談室

ホスピタルストリート（４）

洗浄

ワゴン

（ワゴンプール）

調理コーナー

ＬＰＧ庫

下ごしらえコーナー 配膳コーナー 洗浄コーナー

ＥＶホール

HX5HX4HX3HX2 HX6 HX7 HX8 HX9 HX10

3,0006,0006,0006,0006,0006,0006,0006,000

ギャベジルーム

女子WC 男子WC

冷凍庫
生ゴミ置場

SUSグレーチング交換 （T-2、＠15）

位置は係員指示による

工事説明

①　感染性廃棄物収集場

②　キャベジルーム

③　生ゴミ置場

間仕切壁新設

改造スチールドア設置

キャベジルーム設置

間仕切壁新設

改造スチールドア設置

④　廊下（3）

⑤　厨房

排水溝用グレーチングの交換

ワゴンプールの防火シャッターの修理

⑥　男女トイレ

洗面バック新設

外部に洗面バック新設

改造アルミサッシとスロープ設置

木製建具設置

床タイル張り

⑦　冷凍庫

冷凍庫設置

外壁新設

※　設備工事は設備図参照

天井新設（点検口共）　CH2500

天井新設

スロープ新設
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材質

塗装・仕上げ

ガラス

金物

備考

記号・数量 １

2,120 4040
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ＳＤ　　１箇所

両開きスチールドア　40。枠見込み　225

スチールフラッシュ

ＳＯＰ

金物一式、テンキー錠

ドアパネル部分の撤去処分

既設姿図
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処理場 外廊下

キャベジルーム
生ゴミ置場

外廊下

処理場

▼１ＦＬ

▼１ＦＬ

▼１ＦＬ

▼２ＦＬ

▼２ＦＬ

▼１ＦＬ

外廊下

ch4050

ch4800

ch4600

ch4600

吹抜け

基礎H100

ch3800

ch2800

PS

屋外機置場

▽

3.61㎡

ギャベジルーム

生ゴミ置場

感染性

ＬＰＧ庫

搬入口

FL-100

FL-100

FL±0

FL±0

FL±0

FL-100

生ゴミ置場

廃棄物
収集場

廊下（3）

①　廊下（3）

流し台（L1200）撤去、洗面バック共

②　感染性廃棄物収集場

指示範囲の土間コンクリート撤去、指示深さまで撤去

スチール製両開きドアパネル撤去

③　生ゴミ置場・キャベジルーム

指示範囲の土間コンクリート撤去

生ゴミ置場の天井撤去（ケイカル板6+軽鉄下地）

生ゴミ置場のRC壁及びドア撤去

キャベジルーム撤去

FL±0

指示範囲の土間コンクリート撤去、指示深さまで撤去 ch4170

指示範囲の土間コンクリート撤去

生ゴミ置場の天井撤去（ケイカル板6+軽鉄下地）

生ゴミ置場のRC壁及びドア撤去

キャベジルーム撤去

▼１ＦＬ

▼２ＦＬ

調理室

掘削深さ

土間コンクリート180撤去

機器基礎コンクリート撤去

屋根：折版

壁・天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し修正仕上

軽量コンクリート土間（厚300）撤去

砕石等撤去

ケイカル板６撤去（軽鉄下地共）

キャベジルーム撤去

EPS

工事説明

流し台（L1200）撤去、洗面バック共

仮囲い

LGS65-＠450

両面PB12.5

ケイカル板６撤去（軽鉄下地共）

軽量コンクリート土間（厚300）撤去
RC壁及びスチール建具撤去

廊下（3）

土間コンクリート180撤去
砕石等撤去

機器基礎コンクリート撤去

屋根：折版

壁・天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し修正仕上

スチール両開きドアパネル撤去

仮囲い

LGS65-＠450

両面PB12.5

Ａ

Ａ
Ｂ

Ｂ

Ｃ Ｃ

Ａ－Ａ断面詳細図

Ｂ－Ｂ断面詳細図

Ｃ－Ｃ断面詳細図

現況　キャベジルーム・収集場詳細図

※　解体の時は、指示個所カッターを入れて既存部分を保護の事。

Ｒ４/１１
Ａ－５
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図面番号

稲川建築設計事務所 一級建築士登録　第85570　稲川洋一

〒526-0064　滋賀県長浜市殿町３-１　　TEL 0749-63-9095・FAX 63-5799

一級建築士事務所登録・ト-1025　　 工事名称

設計年月日 担当 稲川

図面名称 縮尺

Ａ-3Ａ-1

1/50 1/00

2
,
2
0
5

4
5

2
,
2
5
0

1
0
0

3
0
01
0
0

1
2
0

1
,
9
7
0

1
3
0

2
,
5
0
0

2
,
1
0
0

1
,
9
7
0

2
,
4
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

5
0

2
,
7
5
0

HY7

HY7

処理場

4
,
8
0
0

4
,
8
0
0

▼１ＦＬ

▼１ＦＬ

▼２ＦＬ

名称・見込

材質

塗装・仕上げ

ガラス

金物

備考

記号・数量

40 980 70 980 40

2,200

2
,
2
0
5

4
0

2
,
2
9
0

4545

4
5

ＳＤ
1A 　　１箇所

片開き２連スチールドア　40。枠見込み225

ＳＯＰ

既設（上枠・竪枠）：保存。（竪枠・上枠）：カバー工法。（方立）：新規

面付丁番・ＤＣ・テンキーカードレバーハンドル錠・防虫網付ガラリ

改修姿図

スチールフラッシュ

1,700 1,985 2,005 310

6,000 2,250

HX3 HX4

1
,
3
1
5

2
,
0
5
0

6
5
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6
,
0
0
0

9
9
5

HY7

HY6

7
7
5

3
,
8
7
5

1
,
6
8
0

3,1902,500

廊下

1,350165 735

1,035870415

1,350925 915

870 965890

6
,
3
3
0

970 980 70 980 1,300

1
,
7
0
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2
,
3
0
0

1
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0

2
,
1
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0

1
,
6
5
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3
,
4
5
0

1
,
5
0
0

8
0
0

1,680

3
0
0

1
,
2
6
0

520

▽
▽

▽ ▽

▽
▽

▽ ▽

150 200

6
5
0

ＳＤ
1A

1
,
0
0
0

1
,
0
3
5

150 200

1
0
0

1
8
0

C
H
2
,
4
0
0

2,330 2,300 1,700

285 1,850 655

215

ＳＤ
1A

▼２ＦＬ

1,680 3,900 750

4
,
5
5
0

2
0
0

3
0
0

1
0
0

2
0
0

2
,
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0
0

2
,
4
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0

HX4

4
,
8
0
0

▼１ＦＬ

▼２ＦＬ

3,190 2,560

3,000200

キャベジルーム

外廊下

外廊下

冷凍庫

ギャベジルーム

既設床、壁改修範囲

既設土間改修範囲

C-100*50*20*3.2

LGS100-＠300
両面強化PB15

SUS３方枠（25*175）

SUS３方枠（25*220）

タイル張り洗面ﾊﾞｯｸ

ＰＢ洗面ﾊﾞｯｸ

▽

屋外機置場

収集場

廃棄物

感染性

ＬＰＧ庫

外廊下

廊下（3）

搬入口

EPS

PS

①　廊下（3）

工事説明

洗面バック（LGS65下地PB9.5の上ポリ合板2.7張り）、天板共

②　外搬入口

洗面バック　（CB100下地50二丁タイル張り）、天板共

指示復旧範囲：土間コンクリート押え合成樹脂系塗床

③　生ゴミ置場

床：土間コンクリート押え複合ビニール床シート張り

巾木：半硬質巾木

壁：補修モルタル下地特殊塗料Ｃ

見切：SUS加工３方枠

指示復旧範囲

外部 廊下（3）

洗面バック、天板共
（LGS65下地PB9.5の上ポリ合板2.7張り）

洗面バック　、天板共
（CB100下地50二丁タイル張り）

LGS100-＠300
両面強化PB15

巾木：CB100下地モルタル塗り

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ100（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ5*150）押え合成樹脂系塗床

SUS３方枠

床パネル100
スキット樹脂64
調整ライナー36

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ120・180

砕石80

壁パネル100 補修床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ100押え合成樹脂系塗床

室外機置場

冷凍庫

天井パネル100

壁パネル100

天井パネル100

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ100（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ5*150）押え合成樹脂系塗床

床パネル100
スキット樹脂64
調整ライナー36

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ押え複合ﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ張り

SUS３方枠

D13-@150（既設躯体にｹﾐｶﾙｱﾝｶｰΦ13）

キャベジルーム 調理室

処理場

床：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ100（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ5*150）押え合成樹脂系塗床

天井パネル100

天井パネル100

壁パネル100
壁パネル100

冷凍庫

床パネル100
スキット樹脂64
調整ライナー36砕石80

D13-@150（既設躯体にｹﾐｶﾙｱﾝｶｰΦ13）

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ120・180

LGS100-＠300
両面強化PB15

折版

Ｂ－Ｂ断面詳細図

Ｃ－Ｃ断面詳細図

Ａ－Ａ断面詳細図

Ｒ４/１１
改修　キャベジルーム・冷凍庫詳細図 Ａ－６

市立長浜病院　栄養科改修工事

新規外壁：ALC100横下地複層仕上吹付

４方L-75*75　ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰΦ13＠900前後

BPL-6*100*100、ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰΦ13

新規外壁：ALC100横下地複層仕上吹付

４方L-75*75　ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰΦ13＠900前後

▽

▽

2,095

25

15

2
0

1
5

2
2
0
と
1
7
5

2
0
5
と
1
6
0

３方枠：SUSPL加工

各１ヵ所

３方枠詳細図　1/10

生ゴミ置場

LGS100-＠300
両面強化PB15

4
0
0

2
,
6
0
0

4
,
7
5
0

2
0
0

4
,
0
7
0

4
8
0

2
,
5
0
0

ケイカル板６VP
軽鉄天井下地

天井：ケイカル板６VP・軽鉄天井下地新設　　CH2500　。６００角点検口

SUS細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
200*1800

1,9151,185

生ゴミ置場

既設桝に接続（設備）

排水目皿150角

既設桝に接続（設備）

④　キャベジルーム

床：土間コンクリート（ワイヤーメッシュ5*150）押え合成樹脂系塗床

パネル組立ルームの新設

SUSグレーチング200*1800設置（既設桝に接続：設備工事）

⑤　生ゴミ置場廻りの共通事項

新設間仕切壁

巾木：CB100一段、モルタル塗りH200

LGS100-＠300下地強化PB15両面張り

カバー工法のスチール建具新設

⑥　冷凍庫

パネル組立ルームの新設

新規外壁

４方L-75*75　ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰΦ13＠900前後

ALC100横下地複層仕上吹付

４方シーリング

方立取付け補強材：C-100*50*20*3.2、BPL-6*100*100、ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰΦ13

排水目皿150角設置（既設桝に接続：設備工事）

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ Ｃ



図面番号

稲川建築設計事務所 一級建築士登録　第85570　稲川洋一

〒526-0064　滋賀県長浜市殿町３-１　　TEL 0749-63-9095・FAX 63-5799

一級建築士事務所登録・ト-1025　　 工事名称

設計年月日 担当 稲川

図面名称 縮尺

Ａ-3Ａ-1

1/50 1/00

外廊下（２）

6,000 6,000
HX6HX5

HY7

6
5
0

2,440525

1
,
0
0
0

外廊下（２）

740 2,485 525 525 2,440 70 2,440 525

6,000 6,000
HX5 HX6

HY7

6
5
0

工事説明

①　図示範囲のアルミ建具を撤去

図示範囲の下枠、片引き窓の撤去

②　腰壁撤去

撤去アルミサッシ

HX6 HX5

HY7 HY7

1
,
0
0
0

2
0

6
0

1
,
6
2
0

2
0

6
0

1
0
0

3
0

HX6 HX5

70

150 110

50

2
,
7
0
0

1
0
0

3
6
0

3
0

HY7

220

1
,
0
1
5

1
,
7
8
5

1,090

名称・見込

材質

塗装・仕上げ

ガラス

金物

備考

記号・数量 １

1
,
0
0
0

1
,
6
8
0

2
0

1
,
0
0
0

1
,
6
2
0

5
5

2,440 70 2,440 60 1,290 100 950 2,440

55 65

ＡＷ　　１箇所 １ 　　１箇所ADW

引込２連窓　　70

カラーアルミ

Ｆ５

クレセント　網戸

カラーアルミ

FIX窓+FIXﾗﾝﾏ窓+片開きドア+（旧引込窓）

下枠半分撤去（ハッチ図示部分撤去） 既設（上枠・竪枠・方立）：保存。（竪枠・上枠）：カバー工法。（方立・無目・下枠・SUS沓摺枠）：新規

1,090 950100角タイル撤去

サッシ撤去
竪枠・上枠・方立は保存

100角タイル100角タイル

点線は既設部分を示す

RC腰壁撤去範囲

撤去アルミサッシ

上枠保存

撤去アルミサッシ

RC150・50二丁タイル撤去

100角タイル撤去

既設断面詳細図

既設北側立面図

既設平面詳細図

外廊下（２）

調理コーナー

SUSグレーチング交換

T-2、＠15

位置は係員指示による

1,000

1,000

2
0
0

2
5
0

200

600

250

400

100100

50

1
0
0

2
0
0
1
0
0 200 100

100

2
5
0

３枚

３枚

１枚

１枚
右図は参考姿を示すS:1/50

工事説明

内壁：100角タイル張り

改修断面詳細図

改修北側立面図

改修平面詳細図

１
ＡＷ

１
ＡＷ

冷凍庫

①　図示範囲のアルミ建具に改造（カバー工法）

片開きドア及びFIX窓

②　腰壁改修

改造アルミサッシ（カバー工法）
FIX窓

50二丁タイル張り（コーナー役物）

外壁：50二丁タイル張り（コーナー役物）

調理コーナー

調理コーナー

外廊下（２） 外廊下（２）

調理コーナー

調理コーナー

③　溝蓋

SUSグレーチングの交換

※　解体の時は、タイル目地等にカッターを入れて既存部分を保護の事。

１
ADW 改造アルミサッシ（カバー工法）

１
ＡＷ

5,120

2
5
0

2
0

1
,
6
8
0

1
,
0
0
0

1
0
0

2
,
0
0
0

5
2
0

6
2
0

1
0
0
5
2
0

8
0

2
5

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

新旧　調理コーナー廻り詳細図
Ｒ４/１１

Ａ－７
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525 2,340 2,440

1,290 950 35

12050

85

100

5254,9005755252,485740

800 1,200 800940

1
,
9
0
0

改造アルミサッシ（カバー工法）

スロープ：ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

１
ADW

ｽﾛｰﾌﾟ：土間ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え

2
,
0
3
5

3
5

1,900

ｽﾛｰﾌﾟ：土間ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え

仮囲い
LGS65-＠450両面PB12.5

1,060

RC腰壁撤去範囲

内壁：100角タイル張り

外壁：50二丁タイル張り

内床：軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ押え合成樹脂系塗床

現況仕上関係

壁躯体：ＲＣ150

外部スロープ：ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

2
,
0
0
0 2
,
6
2
0

丁番・ＤＣ・レバーハンドル錠・ＡＴ仕様

P

FL６+アルミパネルP



図面番号

稲川建築設計事務所 一級建築士登録　第85570　稲川洋一

〒526-0064　滋賀県長浜市殿町３-１　　TEL 0749-63-9095・FAX 63-5799

一級建築士事務所登録・ト-1025　　 工事名称

設計年月日 担当 稲川

図面名称 縮尺

Ａ-3Ａ-1

1/50 1/100

HX3

HX4

HY3 HY4

HX3

HX4

HY3 HY4

6,000

1,800 2,300 1,510 390

1
,
1
6
5

1
,
8
0
0

1
,
9
5
0

1
,
0
8
5

6
,
0
0
0

1,180 40 860

500 600 80

580 600 80

1,260 40 780
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0
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1,800 2,300 1,510 390
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1,180 40 860

500 600 80
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1,260 40 780
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1
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0
0

1
5

6
,
0
0
0

廊下

廊下

１
ＷＤ　　２箇所

片開きドア　40

ポリ合板フラッシュ

型ガラス

名称・見込

材質

塗装・仕上げ

ガラス

金物

備考

記号・数量 １
ＴＢ　　２箇所

トイレブース　40

ポリ合板フラッシュ

金物一式

1
,
8
1
0

4
0

1
,
7
5
0

2
0

80 600 500
40

1
,
8
1
0

580 600 80

40

4
0

1
,
7
5
0

2
0

撤去ドア 撤去ドア

開口 開口

男子トイレ 女子トイレ

女子トイレ男子トイレ

2
,
0
0
0

800

1
,
9
0
0

撤去ドアパネル
現況姿図

改修姿図

１
ＴＢ

１
ＴＢ

１
ＷＤ

１
ＷＤ

１
ＷＤ

男女トイレ　　 男女トイレ　　

女子WC

男子WC
男子WC

女子WC

新旧　トイレ廻り詳細図
Ｒ４/１１

工事説明

①　トイレブース

図示範囲のドアパネル撤去

②　床

図示範囲の200角床タイルの撤去

※　解体の時は、タイル目地にカッターを入れて既存部分を保護の事。

③　木製建具

図示範囲の木製片開きドアパネル撤去

※　関連設備工事は設備図参照
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ドアパネル撤去

200角タイル撤去

200角タイル撤去

ドアパネル撤去

工事説明

①　トイレブース

②　床

旧ドアパネル用ビス跡の補修

図示範囲の200角床タイル張り

③　木製建具

※　関連設備工事は設備図参照

１
ＷＤ

木製片開きドア

現況平面詳細図
改修平面詳細図

Ａ－８

市立長浜病院　栄養科改修工事

200角タイル張り

下地モルタル共

図示の木製片開きドアパネル取付け

1
0
0

丁番・DC・レバーハンドル表示錠

既設ドアパネル部分の撤去処分（新規姿図のドアパネルの取付け、3方枠はSOP塗装補修）既設ドア部分の撤去処分（枠のビス跡は化粧処理）
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図面番号

稲川建築設計事務所 一級建築士登録　第85570　稲川洋一

〒526-0064　滋賀県長浜市殿町３-１　　TEL 0749-63-9095・FAX 63-5799

一級建築士事務所登録・ト-1025　　 工事名称

設計年月日 担当 稲川

図面名称 縮尺
市立長浜病院　栄養科改修工事
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Ａ－９
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埋め込みライナー調整 36mm 埋め込みライナー調整 36mm

FL. FL.

H=1870

D1

据付台配置図

13
60

壁内外板 - カラー鋼板アイボリー

床内外板 - カラー鋼板アイボリー

天井内外板 - カラー鋼板アイボリー

硬質ポリウレタンフォーム（ノンフロン）

FS(100mm)

PH=2500

CH=2400

樹脂製重荷重据付台

【ＶＱ変形片開扉】　(内)カラー鋼板アイボリー　(外)カラー鋼板アイボリー

有効 860W X 1870H　ズレ三方枠 (後付)　左開き　1枚

扉上部壁長め = 100mm

扉ヒーター 100V 65W 

付属品

小型リリーフ弁  NRS75 100V 45W/個 工場開口(1個) 

庫内灯-天井LED 40W/個(1個) 

露出ほたるスイッチＷＫＳ５５１(1個) 

発送部材

2t x 270 枚 ( 120枚 + 追加150枚 ）

5t x 180 枚 ( 30枚 + 追加150枚 ）

10t x 150 枚 ( 追加150枚 ）

その他

684.1kg

17.8 m3

表面材

パネル芯材

パネル厚サ

パネル高サ

庫内高サ

床レール

扉

(D1)

リリーフ弁

庫内灯

スイッチ

塩ビライナー

製品重量

有効内容積
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天井・床配置図

立面図B
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埋め込みライナー調整 36mm

埋め込みライナー調整 36mm

FL.
FL.

フロアヒーター

ギャベジルーム

FS - 2500

据付台配置図

18
20

壁内外板 - カラー鋼板ホワイトグレー

床内外板 - カラー鋼板ホワイトグレー

天井内外板 - カラー鋼板ホワイトグレー

硬質ポリウレタンフォーム（ノンフロン）

FS(100mm)

PH=2500

CH=2400

樹脂製重荷重据付台

【ＶＱ変形片開扉】　(内)カラー鋼板ホワイトグレー　(外)カラー鋼板ホワイトグレー

有効 860W X 1870H　ズレ三方枠 (後付)　右開き　1枚

扉上部壁長め = 100mm

扉ヒーター 100V 65W 

付属品

小型リリーフ弁  NRS75 100V 45W/個 工場開口(1個) 

庫内灯-天井LED 40W/個(1個) 

露出ほたるスイッチＷＫＳ５５１(1個) 

発送部材

2t x 330 枚 ( 180枚 + 追加150枚 ）

5t x 150 枚 ( 追加150枚 ）

10t x 150 枚 ( 追加150枚 ）

その他

510.5kg

11.1 m3

表面材

パネル芯材

パネル厚サ

パネル高サ

庫内高サ

床レール

扉

(D1)

リリーフ弁

庫内灯

スイッチ

塩ビライナー

製品重量

有効内容積

参考機器リスト　冷凍・キャベジルーム
Ａ-3Ａ-1
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[冷凍庫] FS-2500 2.19坪

[キャベジルーム] FS-2500 1.36坪

キャベジルーム図
冷凍庫図
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市立長浜病院　栄養科改修工事
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参考図　スチール・アルミ建具　
1/5 1/10

Ａ－10

スチール建具平面詳細図

スチール建具断面詳細図

アルミサッシ断面詳細図

アルミサッシ（窓部）平面詳細図

アルミサッシ（ドア部）平面詳細図
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